
Ⅰ．はじめに

　環境保全等との関連から，裸地化が許容されない条件下では，

漸伐方式に属する画伐方式の適用が検討されるべきであり，ドイ

ツのみならず，カナダの私有林でも帯状画伐方式が適用されつつ

ある（大田ほか，２００２）。

　画伐方式が適用された作業級には，伐採列区が設定され，その

内部に伐区列が設定される。その伐区列では，一定の方向に向

かって漸次主伐（予備伐→下種伐→後伐）が進められ，更新が図

られる。この伐採－更新面の主伐漸進方向に対する幅とそれに関

連する伐採列区内（したがって作業級内）での分散度が，更新の

確実性や環境保全の関連性等から制御される。

　面積規模が大きい画伐作業級においては，その伐採－更新面の

幅と分散度の制御には種々の手法が考えられるが，その両者を的

確に制御するには，伐区列の内部にサブ伐区列を設定するのが得

策と考えられる。

　このサブ伐区列の導入を考察するにあたっては，一定の画伐作

業級を想定し，それに基づいて関連要因を例示する方法をとった。

Ⅱ．画伐作業級の想定

　林分配置計画の対象となる画伐作業級の面積を１，２００ha と想定

する。ただし，林道・山土場・保護樹帯等の付帯設備用地をここ

では無視する。

　その作業級の輪伐期を１２０年，予備伐→下種伐→後伐の３段階

の合計主伐回数を１０回，その主伐間隔年数を３年と想定する。し

たがって，更新期間は２７年と想定したことになる。

　前述のように作業級面積・輪伐期・主伐回数・主伐間隔年数を

想定すると，図－１のように伐採列区の設定数は１２個（＝輪伐期

／主伐回数）となり，各伐採列区の面積は１００ha（作業級面積／伐
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図－１．漸伐伐採列区の設定とその主伐順序の例示
　　　　注）輪伐期：１２０年，主伐回数：１０回，
　　　　　　主伐間隔年数：３年の場合の例示



採列区数）となる。その主伐順序は，図－１に示すとおりであり，

第２輪伐期以降も，同様の順序で主伐が進められる，と想定した

ことになる。

Ⅲ．伐採列区の想定

　面積規模の大きい画伐作業級の伐採列区においては，伐採－更

新面の主伐漸進方向に対する幅と分散度を制御するために伐区列

が設定される。

　図－１に示すように想定した１２個の各伐採列区が，図－２のよ

うに１００haに均等に分画され，しかも１，０００m×１，０００mで規則的

に設定されたと想定する。

　さらに，各伐採列区の内部に，５個の伐区列が均等に設定され

たと想定する。その面積は２０ha 均一で，図－２に示すように

２００m×１，０００mで規則的に分割されたと想定する。

　したがって，図－１に示されている「各伐採列区１００ha を一括

して，２７年間にわたって伐採－更新する」という計画は，図－２

に示されているように「各伐採列区１００ha を５個に分割した伐区

列２０ha ごとに，それぞれ２７年間にわたって伐採－更新する」と

いう計画に変換されたことになる。すなわち，２００m×１，０００m

（２０ha）の伐区列を対象として，ある一定方向から，規則的に一

定幅（年平均更新速度）すなわち１，０００m／２７年≒４０m／年で，伐

採－更新を漸進させる計画に変換されたことになる。

Ⅳ．サブ伐区列の設定

　伐採－更新面の幅が図－２のように４０m／年では広すぎて更新

の確実が期しがたい場合，あるいは諸般の事情によりその幅を狭

くしたい場合には次のような２つの手法が考えられる。

①目標幅に達するように，各伐採列区の内部に設定される伐区列

の個数を増加させる。たとえば，図－２の５個の伐区列の場合に

おける伐採－更新面の幅４０m／年を１０m／年（１／４）に縮小する

には，その伐区列の設定個数を２０個（４倍）に増加させる。

②伐区列の設定個数を増加させず，目標幅に達するように伐区列

を細分する。たとえば，図－３に示すように，伐区列の設定個数

５個をそのままとし，各伐区列を４個の区画に細分する。このよ

うに伐区列を細分した区画は，「サブ伐区列」と称するのが妥当

と考えられる。この場合には，そのサブ伐区列は２００m×２５０m

（＝５ ha）となり，各年度の伐採－更新面は各伐採列区の内部で

２０箇所（５伐区列×４サブ伐区列）に分散し，伐採－更新面の幅

は２５０m／２７年≒１０m／年となる。このようにサブ伐区列を２０個設

定することによっても，伐採－更新面の幅を１０m／年に縮小する

ことができる。

　①の手法による場合には，相対的に大きい面積（１００ha）の伐

採列区を対象として，多数（２０個）の伐区列の規則的配置を計画

する必要がある。それに対して，②の手法による場合には，相対

的に小さい面積（２０ha）の伐区列を対象として，少数（４個）

のサブ伐区列の規則的配置を計画するにとどまる。

　画伐作業級における多数の伐採－更新面の空間配置と主伐漸進

方向の伐採－更新幅を計画する過程では，伐採列区→伐区列→サ

ブ伐区列という系統的な計画考慮が可能であり，さらに小面積・

少数区画が直接的計画対象となる②の手法，すなわちサブ伐区列

を設定する手法の方が，林分配置計画技術上得策と考えられる。

　なお，サブ伐区列を設定した場合には，図－２に示した「各伐

採列区１００haを５個に分割した伐区列２０haごとに，それぞれ２７年

間にわたって伐採－更新する」という計画は，図－３に示すよう

に「各伐採列区（１００ha）を５個に分割して設定した伐区列

（２０ha）をさらに４個に分割したサブ伐区列５haごとに，それぞ

れ２７年間にわたって伐採－更新する」という計画に変換されたこ

とになる。

Ⅴ．サブ伐区列の小班化とその表示方法

　サブ伐区列が設定されない画伐作業級においては，伐区列が最

小単位区画となることから小班設定の対象となる。図－２に示さ

れた伐採－更新面（幅４０m）は，林分配置計画段階のいわば基準
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図－２．漸伐伐採列区内における伐区列の設定方法
の例示
注）各伐区列の配置は，縦列に限定するこ

とを意味するものではなく，横１列配
置等もあり得る

図－３．伐区列内におけるサブ伐区列の設定方法の
例示
注１）各サブ伐区例を対象とした予備伐→

下種伐→後伐のマークは図－２の場
合と同様である

注２）各伐区列内に設定するサブ伐区列の
個数は，４個に限定することを意味
するものではなく，伐採－更新面の
幅に応じて決定される



幅であって，森林誘導段階（今田，１９８９），さらにそれに後続す

る森林施業段階では，結実豊凶性，収穫量弾力化等の種々の要因

から，実際には予備伐→下種伐→後伐の各段階で，しばしば伸縮

され一定化しないことから，森林区画上の煩雑さを避けるために，

図－２に示した伐採－更新面は小班化されない。

　このような伐採－更新面の伸縮の実態は，図－３に示したサブ

伐区列内部の伐採－更新面の場合でも同様であるから，サブ伐区

列が最小単位区画として小班化されることになる。

　そのサブ伐区列に小班名を表示するにあたっては，伐採列区→

伐区列→サブ伐区列という系統的林分配置に応じた方法を考慮す

るのが得策である。その表示方法としては，細胞式舌状皆伐作業

法適用試験林（Imada，１９９６）の場合と同様な方法が妥当であろ

う。すなわち，図－３のように，伐採列区（アルファベット：A，

B，C，・・・）・伐区列（ローマ数字：Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，・・・）・サブ

伐区列（算用数字支番：１，２，３，・・・）の３者の組み合わせ（A

Ⅰ１，AⅡ２，AⅢ３，・・・）によって小班名を表示する。

　もちろん，アルファベット順・ローマ数字順・算用数字順が，

それぞれの区画単位での主伐進行順序を示すように考慮すべきで

ある。

　このような小班名表示方法をとった場合には，林分配置計画段

階のみならず，森林誘導段階，さらに森林施業段階においても，

計画図上と森林内現地での伐採－更新面の分散している空間位置

を概括的に把握することが容易となる。それは，伐採列区・伐区

列・サブ伐区列の空間配置には一定の規則性が付与されているか

らである。

Ⅵ．サブ伐区列内の伐採－更新面の形状

　図－３には，サブ伐区列内における伐採－更新面の形状が「帯

状」として示されている。この帯状は，説明の便宜上の例示で

あって，帯状に限定することを意味していない。

　この「帯状」のほかに，図－４に示すように「楔状」・「舌状」・

「階段状」・「湾入状」（片山・田中，１９３４）等であっても差し支え

ない。

　これらの形状は，目標更新樹確保に対する有効性をもとに判断

されるものであり，伐採－更新面の内部における立木配置方法と

しての散状・列状・群状等と混同してはならない。
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図－４．サブ伐区列内の伐採－更新面の形状
　　注）各伐区列にサブ伐区列が２個設定された場

合の例示


